
(57)【要約】

【課題】　便利に使用できる多方向に顕れる電子体温計

を提供する。

【解決手段】　電子体温計のディスプレー１１には識別

可能な信号１２が設けられ、識別可能な信号１２は多方

向性の文字または（及び）符号がある。電子温度計に方

向センサー１６が設けられ、体温計を一般の正常操作方

向で測定した場合、識別信号１２は使用者に対して正位

に顕れ、体温計を反転した場合、方向センサー１６は重

力作用によって体温計が使用される時の方向意義のある

信号を発生する。体温計中の測定回路はその信号を受信

し、直ちにディスプレー１１に使用者に対して正位に顕

れる（逆さにならない）状態の信号を維持するように出

力し、ディスプレー１１はその相対方向に意義のある正

位の符号を顕す。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 方 向 に 顕 す 電 子 体 温 計 で あ っ て 、
　 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー に は 識 別 可 能 な 信 号 が 設 け ら れ 、 識 別 可 能 な 信 号 は 多 方 向 性
の 文 字 ま た は ／ 及 び 符 号 が あ り 、 電 子 温 度 計 に 方 向 セ ン サ ー が 設 け ら れ 、 体 温 計 を 一 般 の
正 常 操 作 方 向 で 測 定 し た 場 合 、 識 別 信 号 は 使 用 者 に 対 し て 正 位 に 顕 れ 、 体 温 計 を 反 転 し た
場 合 、 方 向 セ ン サ ー は 重 力 作 用 に よ っ て 体 温 計 が 使 用 さ れ る 時 の 方 向 意 義 の あ る 信 号 を 発
生 し 、 体 温 計 中 の 測 定 回 路 は そ の 信 号 を 受 信 し 、 直 ち に デ ィ ス プ レ ー に 使 用 者 に 対 し て 正
位 に 顕 れ る 状 態 の 信 号 を 維 持 す る よ う に 出 力 し 、 デ ィ ス プ レ ー は そ の 相 対 方 向 に 意 義 の あ
る 正 位 の 符 号 が 顕 わ さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 方 向 セ ン サ ー は 、 ロ ー ラ ま た は ボ ー ル を 有 す る 振 動 ス イ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ３ 】
　 多 方 向 に 顕 す 電 子 体 温 計 で あ っ て 、
　 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー に は 識 別 可 能 な 信 号 が 設 け ら れ 、 識 別 可 能 な 信 号 は 多 方 向 性
の 文 字 ま た は ／ 及 び 符 号 が あ り 、 電 子 温 度 計 の 外 部 に は 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ が 設 け ら れ 、
体 温 計 を 一 般 の 正 常 操 作 方 向 で 測 定 し た 場 合 、 識 別 信 号 は 使 用 者 に 対 し て 正 位 に 顕 れ 、 体
温 計 を 反 転 し た 場 合 、 押 し ボ タ ン 制 御 方 式 に よ っ て 体 温 計 が 使 用 さ れ た 時 の 方 向 意 義 の あ
る 信 号 を 発 生 し 、 体 温 計 中 の 測 定 回 路 は そ の 信 号 を 受 信 し 、 直 ち に デ ィ ス プ レ ー に 使 用 者
に 対 し て 正 位 に 顕 れ る 状 態 の 信 号 を 維 持 す る 信 号 を 出 力 し 、 デ ィ ス プ レ ー は そ の 相 対 方 向
に 意 義 の あ る 正 位 の 符 号 を 顕 す こ と を 特 徴 と す る 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ４ 】
　 押 し ボ タ ン 制 御 方 式 は 、 押 し ボ タ ン を 押 す 回 数 及 び 時 間 の 組 み 合 わ せ で あ る も の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ５ 】
　 設 け ら れ る 押 し ボ タ ン は 、 ス ラ イ ド ス イ ッ チ 、 片 切 り ス イ ッ チ 又 は 水 銀 ス イ ッ チ の 各 種
ス イ ッ チ に 変 更 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ６ 】
　 方 向 セ ン サ ー は 、 変 更 可 能 で あ り 、 そ れ は 体 温 計 本 体 の 回 路 板 に 金 箔 が 設 け ら れ 、 金 箔
の 一 端 は 回 路 板 に 設 け ら れ て い る 孔 に よ っ て 表 示 回 路 に 接 続 さ れ 、 金 箔 及 び 孔 に は 固 定 レ
ー ル が 設 け ら れ て お り 、 ボ ー ル は 固 定 レ ー ル に 沿 っ て 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ７ 】
　 方 向 セ ン サ ー は 、 変 更 可 能 で あ り 、 そ れ は 体 温 計 本 体 の 回 路 板 に 金 箔 が 設 け ら れ 、 金 箔
の 両 端 は 回 路 板 に 設 け ら れ て い る 孔 に よ っ て そ れ ぞ れ 二 つ の 表 示 回 路 に 接 続 さ れ 、 金 箔 及
び 孔 の 上 側 に は 固 定 レ ー ル が 設 け ら れ て お り 、 ボ ー ル は 固 定 レ ー ル に 沿 っ て 回 転 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 体 温 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 設 計 に 関 す る も の で 、 特 に 、 体 温 計 の デ ィ ス プ
レ ー に 多 方 向 性 の 文 字 ま た は （ 及 び ） 符 号 の あ る 識 別 可 能 な 信 号 を 設 置 し 、 ほ か に 電 子 体
温 計 に 方 向 セ ン サ ー を 設 け 、 ま た は 、 外 に 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ を 設 け 、 使 用 者 が 右 手 ま た
は 左 手 で 体 温 計 を 使 っ た 場 合 （ す な わ ち 、 体 温 計 の 上 側 を 下 側 に 反 転 し た 場 合 ） 、 デ ィ ス
プ レ ー の 温 度 値 を 顕 す 識 別 可 能 な 信 号 は 使 用 者 に 対 し て 正 位 の 顕 れ 状 態 を 維 持 し （ 逆 に な
ら な い ） 、 個 人 ま た は 看 護 者 の 読 み 取 り を 便 利 に す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 体 温 計 が 発 明 さ れ る 前 、 人 体 の 体 温 を 測 る に は 水 銀 体 温 計 が 幅 広 く 使 用 さ れ 、 人 々
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は 水 銀 が 熱 を 受 け る と 自 然 に 膨 張 し 、 冷 え る と 自 然 に 収 縮 す る 原 理 を 応 用 し て 水 銀 体 温 計
を 製 作 し 、 体 温 を 測 る 過 程 に お い て 、 水 銀 体 温 計 の 感 温 プ ロ ー ブ （ す な わ ち 、 水 銀 感 温 筒
） は 熱 を 受 け る と 水 銀 は 自 然 に 膨 張 し 、 か つ 膨 張 し た 部 分 の 水 銀 を ガ ラ ス 棒 中 の 毛 細 管 内
に 送 り 込 む の で 、 使 用 者 は 外 部 に 刻 ま れ て い る 目 盛 り を 通 じ て 測 っ た 結 果 を 読 み 取 る こ と
が で き る 。 と こ ろ が 、 近 年 来 、 水 銀 の 高 度 汚 染 に よ り 、 電 子 技 術 を 利 用 し て 温 度 を 測 る 電
子 体 温 計 が 機 運 に 応 じ て 生 ま れ 、 す で に 逐 次 旧 式 の 高 度 に 汚 染 す る 水 銀 体 温 計 に 取 っ て 替
わ っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ４ を 参 照 く だ さ い 。 従 来 の 電 子 体 温 計 に は 測 ら れ た 温 度 値 を 顕 す Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ
ー が あ る が 、 そ の Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ ー に 設 け ら れ て い る 温 度 値 を 顕 す 識 別 可 能 な 信 号 は 測
定 時 使 用 者 に 対 し て 正 位 に 顕 れ 、 体 温 計 を 反 転 し た 場 合 （ す な わ ち 、 上 側 を 下 側 に 変 え る
場 合 ） 、 そ の 識 別 可 能 な 信 号 は 体 温 計 の 反 転 動 作 に 伴 っ て 変 化 が 起 こ ら な い の で 、 そ れ に
は 最 少 次 の よ う な 欠 点 が あ る 。 １ ． デ ィ ス プ レ ー の 表 示 は 右 手 を 使 い 慣 れ た 使 用 者 に 適 用
し （ 図 １ ４ を 参 照 く だ さ い ） 、 左 手 を 使 い 慣 れ た 使 用 者 が 使 用 し た 場 合 （ 図 １ ５ を 参 照 く
だ さ い ） 、 体 温 計 を 反 転 す る と 、 デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能 な 信 号 は 使 用 者 に 対 し て 逆 さ に
な っ て し ま い （ 同 時 に 図 １ ６ を 参 照 く だ さ い ） 、 使 用 者 は 温 度 値 を 判 読 し 難 く な る 。 ２ ．
使 用 者 が 測 定 を 完 了 し 、 右 手 で 体 温 計 を 持 っ た 場 合 、 直 接 そ れ を 反 転 し て 看 護 者 に 温 度 を
読 み 取 っ て も ら う こ と が で き ず 、 使 用 者 は 看 護 者 と 同 一 方 向 に な る よ う に 体 を 移 動 し 、 ま
た は 、 体 温 計 を 看 護 者 に 手 渡 し 、 看 護 者 が 見 る の を 正 位 に 顕 れ る 識 別 可 能 な 信 号 で あ る よ
う に し 、 温 度 値 を 容 易 に 読 み 取 る よ う に し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ７ を 参 照 く だ さ い 。 従 来 の 体 温 計 で 体 温 を 測 っ た 後 、 資 料 の 処 理 を 経 て 、 そ れ は 直
接 出 力 制 御 信 号 に 転 換 さ れ 、 デ ィ ス プ レ ー に よ っ て 測 ら れ た 温 度 値 で 顕 れ る 。 そ れ 故 に 、
反 転 さ れ る と 、 デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能 な 信 号 （ 温 度 値 ） は 相 対 方 向 に よ っ て 正 位 に 顕 す
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 従 来 の 電 子 体 温 計 の 構 造 上 の 欠 点 を 鑑 み 、 本 発 明 の 発 明 者 は 、 製 品 の 設 計 開 発 を 従
事 し た 実 務 経 験 に 基 づ き 、 無 数 回 の 設 計 及 び 実 験 を 経 た 後 、 つ い に 本 発 明 を 生 み 出 す こ と
が で き た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 デ ィ ス プ レ ー に 識 別 可 能 な 信 号 を 多 方 向 に 顕 す 電 子 体 温 計 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 構 造 的 に 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー に は 識 別 可 能 な 信 号 が 設 け ら れ 、 識 別 可 能 な 信 号 に
は 多 方 向 性 の 文 字 ま た は （ 及 び ） 符 号 が あ り 、 そ れ は 温 度 値 を 顕 す こ と が で き 、 ほ か に 電
子 温 度 計 に 方 向 セ ン サ ー が 設 け ら れ 、 ま た は 、 外 に 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ が 設 け ら れ 、 体 温
計 で 一 般 の 正 常 操 作 方 向 で 測 っ た 場 合 、 識 別 信 号 は 使 用 者 に 対 し て 正 位 に 顕 れ 、 体 温 計 を
反 転 し た 場 合 （ す な わ ち 、 上 側 を 下 側 に す る ） 、 方 向 セ ン サ ー は 重 力 作 用 に よ っ て 体 温 計
が 使 用 さ れ た 時 の 方 向 意 義 の あ る 信 号 を 発 生 し 、 体 温 計 中 の 測 定 回 路 は そ の 信 号 を 受 信 し
、 直 ち に デ ィ ス プ レ ー に 使 用 者 に 対 し て 正 位 に 顕 れ る （ 逆 さ に な ら な い ） 状 態 の 信 号 を 維
持 す る よ う に 出 力 し 、 デ ィ ス プ レ ー は そ の 相 対 方 向 に 意 義 の あ る 正 位 の 符 号 （ た と え ば 正
確 な 温 度 値 ） を 顕 し 、 こ う す れ ば 、 使 用 者 は 右 手 ま た は 左 手 で 体 温 計 を 使 用 し て も 、 便 利
に 識 別 信 号 を 判 別 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 各 機 能 及 び 特 徴 等 に つ い て 更 に 了 解 し て い た だ く た め 、 以 下 に 具 体 的 実 施 例 を
図 面 に 合 わ せ て 詳 し く 説 明 し ま す 。
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　 図 １ を 参 照 く だ さ い 。 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 は 、 構 造 的 に
従 来 の 体 温 計 の 体 温 測 定 の 基 本 構 造 が あ り 、 そ れ に は 体 温 計 本 体 １ ０ が 設 け ら れ 、 本 体 １
０ に は 測 定 用 の 基 本 回 路 、 導 線 及 び 電 池 等 が 設 け ら れ 、 本 体 １ ０ の 表 面 に は Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス
プ レ ー １ １ 及 び ス イ ッ チ １ ３ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 中 、 デ ィ ス プ レ ー １ １ に は 温 度 値 を
顕 す こ と に 供 さ れ る 識 別 可 能 な 信 号 １ ２ が 設 け ら れ 、 ス イ ッ チ １ ３ は 全 体 の 始 動 に 使 わ れ
、 本 体 １ ０ の 前 側 は 体 温 を 測 る こ と に 使 わ れ る 感 温 プ ロ ー ブ １ ４ で あ り 、 本 体 １ ０ の 後 側
に は 蓋 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 実 施 例 の 電 子 体 温 計 の 主 要 は 、 デ ィ ス プ レ ー に 設 け ら れ て い る 識 別 可 能 な 信 号 に は 多
方 向 性 の 文 字 ま た は （ 及 び ） 符 号 が あ り （ 同 時 に 図 ４ ａ を 参 照 く だ さ い ） 、 そ れ は 少 な く
て 温 度 値 を 顕 す こ と が で き 、 ほ か に 電 子 体 温 計 本 体 １ ０ に 方 向 セ ン サ ー １ ６ （ 例 え ば 、 ロ
ー ラ （ ボ ー ル ） 振 動 ス イ ッ チ ） が 設 け ら れ 、 そ の 方 向 セ ン サ ー １ ６ は 周 知 の 構 造 で あ り 、
本 実 施 例 は ロ ー ラ （ ボ ー ル ） 振 動 ス イ ッ チ を 最 適 に し た の で 、 こ こ で は そ の 構 造 に 対 し て
簡 単 に 説 明 す る 。 す な わ ち 、 本 実 施 例 の 方 向 セ ン サ ー １ ６ に 使 わ れ る ロ ー ラ （ ボ ー ル ） 振
動 ス イ ッ チ は そ の 他 同 じ 機 能 を 持 つ 部 材 に よ っ て 取 り 替 え る こ と が で き 、 方 向 セ ン サ ー １
６ に は 套 筒 １ ６ １ が 設 け ら れ 、 套 筒 １ ６ １ 中 に は メ ッ キ さ れ た ロ ー ラ １ ６ ２ が 二 つ 置 か れ
、 套 筒 １ ６ １ の 開 口 端 に は 套 筒 の 内 径 と 同 じ 絶 縁 プ ラ グ １ ６ ３ が 設 け ら れ 、 絶 縁 プ ラ グ １
６ ３ の 中 央 に は メ ッ キ さ れ た 導 電 釘 １ ６ ４ が 設 け ら れ て お り 、 ほ か に 絶 縁 プ ラ グ １ ６ ３ 及
び 套 筒 １ ６ １ の 内 壁 間 に 金 属 導 線 １ ６ ５ が 固 定 さ れ て い る 。 平 常 態 に お い て 、 も し 本 実 施
例 の 電 子 体 温 計 の 本 体 が 反 転 さ れ な け れ ば 、 二 つ の メ ッ キ さ れ た ロ ー ラ １ ６ ２ は 落 下 し た
状 態 に あ り 、 そ の 二 つ の ロ ー ラ １ ６ ２ は 套 筒 １ ６ １ の 内 壁 と 接 触 す る だ け で 、 メ ッ キ 導 電
釘 １ ６ ４ と は 接 触 せ ず 、 メ ッ キ 導 電 釘 １ ６ ４ と 金 属 導 線 １ ６ ５ は 互 い に 導 通 さ れ て い な い
の で 、 信 号 を 発 信 す る こ と が で き な い 。 体 温 計 本 体 が 反 転 さ れ る （ す な わ ち 、 上 側 が 下 側
に な る ） と 、 方 向 セ ン サ ー １ ６ 内 の 二 つ の メ ッ キ さ れ た ロ ー ラ １ ６ ２ は 重 力 の 作 用 に よ っ
て 導 電 釘 １ ６ ４ の 方 向 へ 落 下 し （ 図 ５ の 点 線 に 示 す 如 く ） 、 こ の 場 合 、 二 つ の メ ッ キ さ れ
た ロ ー ラ １ ６ ２ は 套 筒 １ ６ １ の 内 壁 と 接 触 す る ほ か 、 メ ッ キ 導 電 釘 １ ６ ４ と も 接 触 し て い
る の で 、 メ ッ キ 導 電 釘 １ ６ ４ と 金 属 導 線 １ ６ ５ は 互 い に 導 通 さ れ て 、 方 向 信 号 が 発 信 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 同 時 に 、 図 ２ 及 び 図 ４ ｂ を 参 照 く だ さ い 。 本 実 施 例 の 体 温 計 １ ０ で 一 般 正 常 操 作 方 向 （
右 手 で 持 つ ） で 測 っ た 場 合 、 デ ィ ス プ レ ー １ １ の 識 別 可 能 な 信 号 １ ２ は 使 用 者 に 対 し て 正
位 の 顕 れ 状 態 で あ り （ 図 ４ ｂ 中 の 識 別 可 能 な 信 号 １ ２ に 顕 れ る の は 温 度 値 で あ る ） 、 使 用
者 が 温 度 値 を 判 読 す る に は 問 題 な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 同 時 に 、 図 ３ 及 び 図 ４ ｂ を 参 照 く だ さ い 。 本 実 施 例 の 体 温 計 １ ０ を 左 手 で 持 っ て 反 転 し
た 場 合 （ す な わ ち 、 上 側 が 下 側 に な る ） 、 方 向 セ ン サ ー １ ６ は 重 力 作 用 を 通 じ て 体 温 計 が
使 用 さ れ た 時 の 方 向 意 義 の あ る 信 号 、 例 え ば 、 方 向 １ 、 方 向 ２ 、 方 向 ３ … 、 方 向 ｎ 等 （ 図
７ 及 び 図 ８ を 合 わ せ て 参 照 く だ さ い ） を 発 生 し 、 体 温 計 本 体 １ ０ の 制 御 回 路 は そ の 信 号 を
受 信 し て 相 対 方 向 の 出 力 制 御 信 号 に 転 換 し 、 並 び に 、 デ ィ ス プ レ ー １ １ の 駆 動 回 路 に よ っ
て デ ィ ス プ レ ー １ １ の 識 別 可 能 な 信 号 １ ２ は 使 用 者 に 対 し て 正 位 の 表 示 状 態 を 維 持 し （ 逆
さ に な ら な い ） 、 こ の よ う に 使 用 者 は 右 手 ま た は 左 手 で 体 温 計 を 使 用 し て も 、 便 利 に 識 別
可 能 な 信 号 １ ２ を 判 読 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ６ に 示 す 如 く 、 本 実 施 例 は 体 温 計 本 体 １ ０ に 押 し ボ タ ン １ ７ を 設 置 し て 方 向 セ ン サ ー
１ ６ と 入 れ 替 え て も よ く 、 押 し ボ タ ン １ ７ を 制 御 す る 方 式 （ 例 え ば 、 押 し ボ タ ン １ ７ を 押
す 回 数 及 び 時 間 の 組 み 合 わ せ ） に よ っ て 体 温 計 が 使 用 さ れ た 時 の 方 向 意 義 の あ る 信 号 、 例
え ば 、 方 向 １ 、 方 向 ２ 、 方 向 ３ … 、 方 向 ｎ 等 （ 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 合 わ せ て 参 照 く だ さ い ）
を 発 生 し 、 体 温 計 本 体 １ ０ の 制 御 回 路 は そ の 信 号 を 受 信 し て 相 対 方 向 の 出 力 制 御 信 号 に 転
換 し 、 並 び に 、 デ ィ ス プ レ ー １ １ の 駆 動 回 路 に よ っ て デ ィ ス プ レ ー １ １ の 識 別 可 能 な 信 号
１ ２ は 使 用 者 に 対 し て 正 位 の 表 示 状 態 を 維 持 し （ 逆 さ に な ら な い ） 、 こ の よ う に 使 用 者 は
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右 手 ま た は 左 手 で 体 温 計 を 使 用 し て も 、 便 利 に 識 別 可 能 な 信 号 １ ２ を 判 読 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す 如 く 、 本 実 施 例 の 体 温 計 本 体 １ ０ に 設 け ら れ て い る 押 し ボ タ ン １ ７ は ス ラ
イ ド ス イ ッ チ １ ７ １ 、 片 切 り ス イ ッ チ １ ７ ２ 又 は 水 銀 ス イ ッ チ １ ７ ３ 等 の 各 種 ス イ ッ チ に
よ っ て 入 れ 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ２ を 参 照 く だ さ い 。 実 務 上 、 も し 方 向 セ ン サ ー １ ６ に ロ ー ラ （ ボ ー ル ） 振 動 ス イ ッ
チ が 採 用 さ れ る と 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る の で 、 方 向 セ ン サ ー １ ６ は そ の 他 機 械 設 計 に よ
っ て 入 れ 替 え る こ と が で き 、 そ の う ち の 一 つ の 機 械 設 計 は 体 温 計 本 体 １ ０ の 回 路 板 １ ８ に
金 箔 １ ８ １ が 設 け ら れ 、 金 箔 １ ８ １ の 一 端 は 回 路 板 １ ８ に 設 け ら れ て い る 孔 １ ８ ２ に よ っ
て 表 示 回 路 １ ８ ３ に 接 続 さ れ 、 金 箔 １ ８ １ 及 び 孔 １ ８ ２ に は 固 定 レ ー ル １ ９ が 設 け ら れ て
お り （ 点 線 で 示 す 如 く ） 、 ボ ー ル １ ８ ４ は 固 定 レ ー ル １ ９ に 沿 っ て 回 転 す る が 、 平 常 態 に
お い て 、 も し 本 実 施 例 の 電 子 体 温 計 本 体 １ ０ が 反 転 さ れ な け れ ば 、 ボ ー ル １ ８ ４ は 金 箔 １
８ １ の 孔 １ ８ ２ の な い 一 端 に 位 置 さ れ 、 孔 １ ８ ２ の 中 に は 導 通 物 が な い の で 、 表 示 回 路 １
８ ３ は 導 通 さ れ な い 。 体 温 計 本 体 １ ０ が 反 転 さ れ る と （ す な わ ち 、 上 側 が 下 側 に な る ） 、
ボ ー ル １ ８ ４ は 重 力 の 作 用 に よ っ て 金 箔 １ ８ １ の 方 向 に 沿 っ て 孔 １ ８ ２ の 中 に 固 定 さ れ 、
こ の 時 、 孔 １ ８ ２ の 中 に は 導 通 物 が あ る の で 、 表 示 回 路 １ ８ ３ に は 方 向 信 号 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ３ に 示 す 如 く 、 別 の 方 向 セ ン サ ー の 機 械 設 計 は 多 方 向 の デ ィ ス プ レ ー に 使 わ れ 、 方
向 セ ン サ ー の 機 械 設 計 は 同 じ く 体 温 計 本 体 １ ０ の 回 路 板 １ ８ に 金 箔 １ ８ １ が 設 け ら れ 、 金
箔 １ ８ １ の 両 端 は 回 路 板 １ ８ に 設 け ら れ て い る 孔 １ ８ ２ 及 び 孔 １ ８ ５ に よ っ て そ れ ぞ れ 二
つ の 表 示 回 路 １ ８ ３ 及 び 表 示 回 路 １ ８ ６ （ そ れ ぞ れ 二 つ の 方 向 を 代 表 す る ） に 接 続 さ れ 、
金 箔 １ ８ １ 及 び 孔 １ ８ ２ の 上 側 に は 固 定 レ ー ル １ ９ が 設 け ら れ て お り （ 点 線 に 示 す 如 く ）
、 ボ ー ル １ ８ ４ は 固 定 レ ー ル １ ９ に 沿 っ て 回 転 す る が 、 平 常 態 に お い て 、 も し 本 実 施 例 の
電 子 体 温 計 本 体 １ ０ が 反 転 さ れ な け れ ば 、 ボ ー ル １ ８ ４ は そ の う ち の 一 つ の 孔 １ ８ ５ の 中
に 位 置 さ れ 、 そ の 中 の 一 方 向 の 表 示 回 路 １ ８ ６ を 導 通 す る こ と が で き 、 別 方 向 の 表 示 回 路
１ ８ ３ は 導 通 す る こ と が で き な い 。 体 温 計 本 体 １ ０ が 反 転 さ れ る と （ す な わ ち 、 上 側 が 下
側 に な る ） 、 ボ ー ル １ ８ ４ は 重 力 の 作 用 に よ っ て 元 来 位 置 す る 孔 １ ８ ５ か ら 離 脱 し 、 並 び
に 、 金 箔 １ ８ １ の 方 向 に 沿 っ て 別 の 孔 １ ８ ２ の 中 に 固 定 さ れ 、 こ の 時 、 孔 １ ８ ２ の 中 に は
導 通 物 が あ る の で 、 表 示 回 路 １ ８ ３ に は 方 向 信 号 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 二 つ の 孔 １ ８ ２ 及 び 孔 １ ８ ５ の 中 の す で に 二 つ の 表 示 回 路 １ ８ ３ 及 び 表 示 回 路 １ ８
６ と 接 続 導 通 さ れ て い る 個 所 は は ん だ つ け に よ っ て 錫 点 １ ８ ２ １ 又 は 錫 点 １ ８ ５ １ に し 、
導 通 の 機 敏 さ を 強 化 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 如 く 、 本 発 明 の 電 子 体 温 計 は デ ィ ス プ レ ー に 多 方 向 性 の 文 字 ま た は （ 及 び ） 符 号
の あ る 識 別 可 能 な 信 号 を 設 置 し 、 ほ か に 電 子 体 温 計 に 方 向 セ ン サ ー を 設 け 、 使 用 者 が 右 手
ま た は 左 手 で 体 温 計 を 使 っ た 場 合 （ す な わ ち 、 体 温 計 の 上 側 を 下 側 に 反 転 し た 場 合 ） 、 デ
ィ ス プ レ ー の 温 度 値 を 顕 す 識 別 可 能 な 信 号 は 使 用 者 に 対 し て 正 位 の 顕 れ 状 態 を 維 持 し （ 逆
に な ら な い ） 、 個 人 ま た は 看 護 者 の 判 読 を 便 利 に す る こ と が で き 、 そ れ に は 特 別 な 効 果 が
あ り 、 か つ こ れ ま で に 類 似 し た 関 連 発 明 の 公 開 が な い の で 、 発 明 特 許 の 登 録 請 求 要 件 に 符
合 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 取 り 上 げ た 本 発 明 実 施 例 は 説 明 の 便 宜 の た め に 設 け た も の で 、 そ れ を も っ て 本 発 明
の 意 義 を 制 限 す る も の で は な く 、 お よ そ 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 行 わ れ た 各 種 変 化 設 計 は
す べ て 本 発 明 の 特 許 範 囲 内 に 含 ま れ る も の と さ せ て い た だ き た く 、 早 急 に ご 審 査 お 願 い 申
し 上 げ ま す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 を 右 手 で 持 っ た 状 態 を 示 す 模
式 図 で あ る
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 を 左 手 で 持 っ た 状 態 を 示 す 模
式 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能
な 信 号 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能
な 信 号 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能
な 信 号 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 方 向 セ ン サ ー の 構 造 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 回 路 （ 方 向 セ ン サ ー を デ ィ
ス プ レ ー の 正 位 表 示 感 知 源 と し た ） の ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー が 正 位 に 顕 す
こ と が で き る （ セ ン サ ー で 方 向 を 判 別 す る ） フ ロ ー ダ イ ア グ ラ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 別 の 回 路 （ 押 し ボ タ ン ス イ
ッ チ を デ ィ ス プ レ ー の 正 位 表 示 感 知 源 と し た ） の ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー が 正 位 に 顕
す こ と が で き る （ 押 し ボ タ ン 制 御 方 式 を も っ て 方 向 を 決 め る ） フ ロ ー ダ イ ア グ ラ ム を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ １ ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 が 運 用 で き る 感 知 ス イ ッ
チ の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 が 運 用 で き る 感 知 ス イ ッ
チ の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ ｃ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 が 運 用 で き る 感 知 ス イ ッ
チ の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 方 向 セ ン サ ー の 別 の 構 造
を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 多 方 向 に 顕 れ る 電 子 体 温 計 の 方 向 セ ン サ ー の も う 一 つ
の 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 右 手 で 従 来 の 電 子 体 温 計 を 持 っ た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 左 手 で 従 来 の 電 子 体 温 計 を 持 っ た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ６ ａ 】 従 来 の 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能 な 信 号 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ６ ｂ 】 従 来 の 電 子 体 温 計 の デ ィ ス プ レ ー の 識 別 可 能 な 信 号 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の デ ィ ス プ レ ー の 感 知 フ ロ ー ダ イ ア グ ラ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ０ 　 体 温 計 本 体 、 １ １ 　 デ ィ ス プ レ ー 、 １ ２ 　 識 別 可 能 な 信 号 、 １ ３ 　 ス イ ッ チ 、 １
４ 　 感 温 プ ロ ー ブ 、 １ ５ 　 後 部 蓋 、 １ ６ 　 方 向 セ ン サ ー 、 １ ７ 　 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ 、 １
８ 　 回 路 板 、 １ ９ 　 固 定 レ ー ル 、 １ ６ １ 　 套 筒 、 １ ６ ２ 　 メ ッ キ ロ ー ラ 、 １ ６ ３ 　 絶 縁 プ
ラ グ 、 １ ６ ４ 　 メ ッ キ 導 電 釘  、 １ ６ ５ 　 金 属 導 線 、 １ ７ １ 　 ス ラ イ ド ス イ ッ チ 、 １ ７ ２
　 片 切 ス イ ッ チ 、 １ ７ ３ 　 水 銀 ス イ ッ チ 、 １ ８ １ 　 金 箔 、 １ ８ ２ 　 孔 、 １ ８ ３ 　 表 示 回 路
、 １ ８ ４ 　 ボ ー ル 、 １ ８ ５ 　 孔 、 １ ８ ６ 　 表 示 回 路 、 １ ８ ２ １ 　 錫 ポ イ ン ト 、 １ ８ ５ １ 　
錫 ポ イ ン ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】

【 図 ４ ｃ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ ａ 】

【 図 １ １ ｂ 】

【 図 １ １ ｃ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ ａ 】

【 図 １ ６ ｂ 】

【 図 １ ７ 】
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要解决的问题：提供一种可以方便使用的多向电子温度计。 电子体温计
的显示器11设有可识别信号12，可识别信号12具有多向字符或（和）代
码。 如果电子温度计设有方向传感器16，并且在正常的正常操作方向上
测量温度计，则识别信号12出现在用户的正常位置，并且如果温度计倒
置，则方向传感器16受到重力的影响。 使用温度计时会产生方向信号。 
温度计中的测量电路接收该信号，并立即将其输出到显示器11，以将信
号维持在对用户来说看起来正常（不反转）的状态，并且显示器11在相
对方向上有意义。 显示一定的征兆。 [选型图]图1
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